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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
(1)

自分の学校が好きだと感じている生徒の割合が９０％以上であ
る。

・授業や学校行事、生徒会活動を通して、充実感や達成感を得られるようにする。
・友人や教師との信頼関係をつくり、好ましい人間関係を育成する。

C C C

(2)

学校行事に対して、自分で考えて、自分で行動していると自己
評価している生徒が８５％以上である。

・学校行事や生徒会活動を通して、充実感や達成感を得られるようにする。
・学校行事においてエージェンシーを発揮することにより、クラス・学年・学校への帰属意識を高める。

C A B

(3)

課題研究や専門科目に魅力を感じ、自分で考えて、自分で行動
している生徒が８５％以上である。

・時代のニーズをとらえ、各科の特性を重視し、専門科目の充実を目指す。
・課題研究では、専門的な知識と技術の深化を図り、自発的・創造的な学習態度を育てる。また、プレゼンテーション能力
を高め、伝えたいことを明確に表現できる能力を育てながら、協働的な学びを実現する。

C C C

(4)

資格取得に積極的に取り組み、その指導も充実していると感じ
ている生徒が８５％以上である。

・各科の特徴や進路を見据えて資格取得の重要性を認識させる。
・職員が協力して効果的に指導し、合格率を高める。 C B B

(5)

興味・関心を引き出し、授業が有意義であると感じている生徒
が８０％以上である。

・生徒それぞれのキャリア形成を意識しながら授業を構想する。
・授業展開や生徒の実態に応じて、グループワークやプリント教材、ＩＣＴ機器を効果的に組み合わせて活用する。 D D D

(6)

リクルートの「スタディサプリ」を積極的に活用していると自
己評価している生徒が８０％以上である。

・「到達度テスト」を基点としながらPDCAサイクルを回し、基礎学力の向上と学習習慣の確立に努める。
・「進路向け講座」や「一般教養対策」等のコンテンツも活用し、生徒それぞれにとって必要な学びを提供する。

D D D

(7)

学習に対する達成感・満足感を持っている生徒が８０％以上で
ある。

・シラバスを活用し、学習のねらいや授業の進度、評価の観点を事前に生徒に伝え、学習意欲を引き出す。
・授業アンケートを活用し、生徒の実態に合わせた授業を展開する。 D C C

(8)

ものづくりや専門技術への興味・関心を高めさせ、授業・実習
に満足している生徒が８５％以上である。

・産学連携による労働基準監督署・企業との連携を強める。特に1学年の安全教育を実施し、工業で学ぶ上での安全意識・知
識を早期の段階で定着させる。
・専門学科講師派遣事業などを通して、ものづくりへの興味を深める。
・企業と連携を図りインターンシップを実施し、高い専門知識と職業観を醸成する。

C B B
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(9)

基本的な生活習慣が身に付いている（あいさつ・遅刻・提出期
限など）と思う生徒が８０％以上である。

・基本的生活習慣の定着が学校生活の充実につながることを生活指導を中心に機会を設け指導する。
・毎日、授業の開始・終了時や通路・廊下等で生徒に積極的に声をかけ、あいさつの習慣化を図る。 D A B

(10)

学校は校内美化や安全な環境づくりを心掛けていると感じてい
る生徒・保護者が８０％以上である。

・日々の清掃活動を積極的に行える体制をつくる。
・定期的に安全点検チェック表を確認し、改善を目指す。
・危険を伴う場面や場所等を意識して安全に配慮して活動を行なう。

C B B

(11)

学校はいじめの防止や早期発見に向けた取組を積極的に行なっ
ていると感じている生徒が８０％以上である。

・いじめの未然防止を目指し、ＳＣや特別支援コーディネーター、教育相談を活用し組織的に取り組む。
・普段から生徒の表情、言動、態度に気を配る。また「生活振り返りアンケート」・「ＳＯＳシート」を計６回実施し、内
容を精査する。
・生徒、教員の人権意識を高め、いじめを見逃さない・許さない雰囲気をつくり、組織的で迅速な対応を図る。

B B B

(12)
学校は生徒がＳＮＳやインターネットの危険性や正しい利用方
法について学ぶ機会をつくっていると感じている生徒が８０％
以上である。

・ＳＮＳに頼らない人間関係づくりを目指し、生徒のコミュニケーション能力の向上を図る。
・スマホルールづくりを通してＳＮＳやインターネットの危険性を理解させ、正しい利用方法を学ばせるなどＩＣＴリテラ
シーの向上を図る。

A A A

(13)

１日平均の遅刻者数が全校生徒の０.８％以下である。
・家庭との連絡を密にするとともに、教育相談や健康相談を充実させる。
・１０分前登校を勧め、余裕ある通学をさせる。 C C

(14)

生徒の心身両面の健康に配慮した指導を評価している生徒が８
０％以上である。

・生徒の心身両面の健康に配慮し保健便り等を定期的に発行して、健康管理の啓発に努める。
・新型コロナウイルスやインフルエンザ、熱中症対策等、予防や事後対応を迅速に行なう。 A A A

(15)

部活動が充実していると評価している生徒が８０％以上であ
る。

・部活動オリエンテーション、学年集会等を通じ加入を呼びかける。

D C C

7
計画的な指導を
行っていますか。

(16)

時期や内容に則した進路情報を提供していると感じている生徒
が８０％以上である。

・「進路の手引き」を活用し、進路のルールや手続きについての情報を周知する。
・「進路だより」を定期的に発行し、進路に関する情報を生徒・保護者に提供する。
・学年別懇談会等において、外部講師による進路講話等を実施し、保護者の意識向上を図る。

A A A

(17)

３年間計画立ててキャリア教育を推進し、進路行事等が充実し
ていると感じている生徒が８０％以上である。

・進路見学会（大学、企業等）やガイダンス（進学・就職説明会）を実施する。
・キャリア教育について考える機会として、キャリアパスポートとキャリアノートに定期的に取り組む。 A A A

8
生徒は自らの進路
について真剣に考
え、その実現に向
けて取り組んでい
ますか。

(18)

自分の進路適性を考え進路実現に積極的に取り組んでいる生徒
が８０％以上である。

・「進路だより」を活用して、最新の進路情報を提示する。進学希望生徒には進学費用なども情報提供して理解を求める。
・進路適性の理解や職業観・勤労観の育成に役立つ職場体験（インターンシップ）への協力を企業に働きかける。

C A B

(19)

学校の教育活動を理解してもらうために、ＰＴＡ総会や学年別
懇談会の参加率は、６０％以上である。

・懇談会の内容を工夫して、参加率を向上させる。
・欠席者に配布物を配り、欠席者対象の２次懇談会を実施する等、本校の教育活動の周知を図る。 B B

(20)

Ｗｅｂページを月５回以上更新し、学校は広報活動に努めてい
る。

・生徒の日常の活動を保護者や中学生向けに編集し、随時発信する。
・学校の諸行事を迅速にＷｅｂアップし、写真や、意見等を盛り込みながら、興味・関心が高まるように内容を工夫する。 C C

(21)

学年通信や学級通信を年３回以上発行している。
・学年主任を中心に学年団が協力して発行する。

A A

Ⅵ
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(22)

ＩＣＴを活用した授業に、生徒の８０％以上が満足している。

・スライドや動画等を活用し、分かりやすい授業を行う。
・Google Classroomやフォームを活用し、生徒が主体的に取り組めるよう工夫する。 B A A

(23)

学習用端末を授業時間の３０％以上利用している。
・指導内容に応じて積極的に学習端末を活用している。
・職員同士で活用方法に関して情報を共有したり研修を行なったりしながら、資質向上に努める。 A A A
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(24)

ＩＣＴを活用した通知に、生徒・保護者の８０％以上が満足し
ている。

・「スマート連絡帳」やGoogle Classroomを活用し、保護者にも積極的に情報発信し、教育活動の理解と関心を促す。
A A A

(25)

オンラインによるアンケートを年間５回以上活用している。
・オンラインによる調査によって迅速で的確なアンケートを積極的に行い、生徒の実態把握に努める。

A A

A：十分に達成できた　B：達成できた　C：もう少しで達成できた　D　達成できなかった

達成状況のまとめ及び次年度の課題

Ⅲ
生徒の充
実した学
校生活に
ついて適
切な指導
をしてい
ますか。

(10)(11)(12)(14)目標をおおむね達成することができた。今後も生徒の人権を尊重
しながら、安心・安全な学校、さらには居心地のよい学校を維持していきたい。
(9)(15)職員の評価と生徒の評価に大きな差が見られた。それぞれの「充実した学校
生活」の定義が異なることが要因と考えられる。お互いの目線合わせをした上で、よ
りよい学校をつくっていきたい。
(13)進路が決まった３年生の遅刻が増えなかったことは評価できる。ごく一部の生
徒が繰り返し遅刻をしているため、目標を達成できないのが実情である。機会がある
ごとに個別対応しながら、余裕を持って登校させるようにしたい。

Ⅱ
生徒の意
欲的な学
習活動に
ついて適
切な指導
をしてい
ますか。

2
生徒の実態に応じ
た指導や支援を
行っていますか。

(5)(7)卒業後は就職する生徒が多いため、実社会とのつながりを十分に意識した授業
を展開していく必要がある。授業を通して、これからの時代に必要となる資質・能力
を育成していきたい。また、協働して取り組む時間ももっと増やす必要があるだろ
う。
(6)スタディサプリは今年度から導入した学習ツールであるため、今年度の取組状況
をしっかり振り返り、来年度以降よりよい活用方法が見いだせるよう検討していきた
い。生徒それぞれの取組状況は悪くはないので、いかにPDCAサイクルを回していく
かが課題となる。
(8)80％を超える評価は得られている。全学年で企業等見学の機会を設けたり、2年
次のインターンシップを継続・発展させたりして、専門技術への興味・関心を高めつ
つ、職業観や勤労観を育むこともできた。また、今年度は3Dプリンターを整備し、
全学科で最新の専門知識・技術に触れる機会を多く設けることができた。今後さらに
校外と連携したり、最新の技術を導入したりしながら、ものづくりの面白さを体験さ
せ、授業や実習に対する満足度を上げていきたい。

学校関係者評価
評　価　対　象 評　価　項　目 具体的数値項目

Ⅰ
特色ある
学校づく
りに努め
ています
か。

1
特色ある教育活動
を行っています
か。

(1)(2)85%程度の評価は得られている。引き続き、生徒の実態を的確に把握しつ
つ、国や県の施策を念頭に置きながら、本校の特色をつくり出していきたい。その
際、目指す学校像について、職員と生徒で目線合わせをする必要があるだろう。
(3)80％を超える評価は得られている。ものづくりを通して、生徒が何を知り何を考
え、自らの考えをどう深めたのか、引き続き評価方法等も検討しながら、工業科全体
で情報共有をしていきたい。その情報共有が、教育活動の改善につながるだけでな
く、時代のニーズを踏まえながら各科の特性を活かすことにもつながるだろう。ま
た、プレゼンテーション能力の向上等、学校全体で取り組んでいくことで、より成果
が上がっていくだろう。
(4)80％超の評価が得られているので、生徒は各科の特徴や自らの進路を見据えて資
格所得に積極的に取り組むことができたと言える。しかし、基礎的な内容の資格につ
いては高い合格率を維持できたものの、難しい国家資格については合格率が低くなっ
ているのが実状である。生徒が主体的に学び、資格取得に積極的に挑戦し合格できる
よう、各科において指導方法の見直しや資格の精選、資格取得に向けた情報発信等を
行い、改善を図っていきたい。

羅　　　　　針　　　　　盤

学校は熱心に取り組んでいる。その上で、より
よい学校にしていくために、以下の３つの助言
ができる。
・そもそも工業高校として特色は十分にあるの
で、有効なアピール方法を検討していくべきで
ある。
・生徒それぞれがエージェンシーを発揮するた
めには、様々な場面において、より具体的な目
標設定やスモールステップの設定等が必要では
ないか。
・ものづくりにおいて、資格が重要なのは言う
までもない。難しい資格も取得できるよう、支
援してほしい。

方　　　　　　　　　　策
点検・評価　

学校は、生徒の意欲を高めようと、様々な指導
や支援を行っている。その上で、生徒の意欲を
より高め、確かな学力を身に付けていくため
に、以下の３つの助言ができる。
・より達成感や満足感を得させるために、ス
モールステップを設定してはどうか。
・生徒の意欲を高めるためには、生徒の実態に
合わせた指導や支援を行うのはもちろんのこ
と、生徒の興味・関心を引き付けるようなプラ
スαが必要ではないか。そのプラスαを学校全
体で引き続き模索していってほしい。
・生徒の意欲を高めるため、上級学校や地域と
の連携を継続して積極的に図り、様々なものを
見せるべきである。

3
生徒は確かな学力
を身に付けていま
すか。

ＩＣＴを活用した
業務改善を行って
いますか。

ＩＣＴを活用した
指導を行っていま
すか。

・３年間の系統性を意識しながら、引き続き適
切な進路指導を行っていってほしい。

・PTAとしては、気軽に学校の様子を見に行け
るとよい。
・WebページやInstagram、あるいはチラシや
回覧板等、その都度より適切な媒体を活用しな
がら、積極的に情報発信をしていってほしい。

Ⅴ
開かれた
学校づく
りに努め
ています
か。

9
家庭、地域社会に
積極的に情報発信
をしていますか。

(19)学年別懇談会の参加率は高い。したがって、いかにして当事者意識を高めてい
くかが課題と言える。
(20)本校ではWebページだけでなくInstagramも広報活動に活用している。今年度
は諸行事についての情報提供はInstagramで行うことが多かった。相手意識や目的意
識に応じてどちらの媒体を活用するのが有効なのか、再検討する必要がある。
(21)適宜発行し、十分な評価を得ることができた。今後も生徒のモチベーションを
維持・向上していくためのツールとしていきたい。

Ⅳ
生徒の主
体的な進
路選択に
ついて適
切な指導
をしてい
ますか。

(16)十分な評価が得られた。この評価を踏まえて、次年度以降はより生徒が主体的
に自らの進路を考えられるような指導を検討していきたい。
(17)十分な評価が得られた。今年度から各学年において企業等見学を実施した成果
だと考えられる。３年間の系統性を意識しながら、より有意義な進路行事等を企画し
ていきたい。
(18)職員の評価と生徒の評価に大きな差が見られた。この差を本校の「伸びしろ」
と捉えることができる。進路適性を考えるとはどういうことなのか、進路実現に積極
的に取り組むとはどういうことなのか、分かりやすく伝えることを心掛けながら、生
徒の関心を高めるようにしていきたい。

・様々な生徒が在籍しているので、個に応じた
指導や支援が必要である。
・職員と生徒の目線合わせは、ぜひ行ってほし
い。そして、目線を合わせた結果、学校生活に
おいて守るべきことは、機会があるごとに何度
も伝えていくべきである。
・よりよい部活動の在り方を引き続き検討して
いってほしい。

組織的・継続的な
指導を行っていま
すか。

教育デジ
タル化に
努めてい
ますか。

(22)(23)(24)(25)十分な評価が得られた。今後もICTを手段としながら、目的の達
成に努めていきたい。

・学習効果につながるよう、留意してほしい。

　
5

学校はいじめの防
止や早期発見に向
けた取組を積極的
に行っています
か。

　
6

生徒は健康で、規
則正しい学校生活
を送っています
か。


